
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
～ 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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謝 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 ・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小 

池 
 

芙
喜
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

相 

良 
 

紀 

昭 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

浅 

川 
 

元 

晴 
 

様 

     

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 
 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

井 

上 
 

早
智
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

三 

村 
 

明 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

     

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け

る
施
設
運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
何
か
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見

学
等
の
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

 ・
多
摩
市
貝
取 

 
 
 
 

岩 

下 
 

正 

代 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

坂 

本 
 

忠 

征 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 
 

板 

山 
 

國 

夫 
 

様 

・
越
谷
市
東
越
谷 

 
 
 

由 

井 
 

き
み
子 

 

様 

  
 

 

                      

第
二
仁
生
園 

                            

～ 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

～ 

 

十
二
月
二
十
五
日
、
待
ち
に
待
っ
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
し
ま
し
た
。 

ま
ず
は
職
員
の
ピ
ア
ノ
二
重
奏
に
よ
る
演
奏
か
ら
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

次
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
す
。
最
初
の
一
人
が
「
リ
ー

チ
！
」
と
叫
ん
だ
途
端
、「
私
も
、
僕
も
リ
ー
チ
！
」
と
勢

揃
い
で
す
。
真
剣
な
眼
差
し
で
カ
ー
ド
を
見
て
、
み
ご
と

「
ビ
ン
ゴ
ー
」
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
大
き
な
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。 

                            

 

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
食
べ
た
ら
、
お

楽
し
み
の
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
毎
年
第
二
仁
生

園
家
族
会
の
皆
様
か

ら
頂
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い
て

ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
の
会

で
し
た
。 

                             

 

 

下
記
の
作
品
は
、
利
用
者
様
が

直
接
手
に
絵
具
を
つ
け
、
布
に
描

い
て
完
成
さ
せ
た
富
士
山
で
す
。 

 

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
富

士
山
を
鮮
や
か
な
色
で
表
現
し
、

歌
の
歌
詞
を
添
え
ま
し
た
。 

 

 

 

ご
面
会
の
皆
さ
ま 

手
指
の
消
毒
な
ど
に
ご
協
力
を
！ 

仁
生
園
・第
二
仁
生
園 

共
通 

 

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
施
設
利
用
者
の
健

康
を
守
る
た
め
に
次
の
七
項
目
を
お
守
り
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

一
、
ご
面
会
は
、
な
る
べ
く
午
前
九
時
か
ら
午 

後
五
時
の
間
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

二
、
出
入
口
は
、
正
面
玄
関
か
ら
の
み
と
し
て 

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

三
、
ご
面
会
の
際
に
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
持
参 

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四
、
玄
関
に
入
り
ま
す
と
正
面
に
消
毒
液
が
設 

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
手
指
を
丁
寧
に 

消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

五
、
ご
面
会
に
訪
れ
た
こ
と
を
事
務
室
に
お
話 

し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
体
調
の
悪
い
方
に 

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

六
、
そ
れ
か
ら
ワ
ー
カ
ー
室
に
向
い
、
来
意
を 

お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

七
、
ご
面
会
の
際
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
基 

本
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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1月 6日（月）平成 26年愛寿会新年互礼会 

互
礼
会
で
は
、
清
水
仁
生
園
園
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
浅
川
副
園
長
の
発
声
の
も
と
、
愛
寿
会
三
つ
の
モ

ッ
ト
ー
、
七
つ
の
誓
い
を
職
員
全
員
で
朗
誦
し
ま
し
た
。 

 

 

愛
寿
会
・
三
つ
の
モ
ッ
ト
ー 

 
 

「
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
」 

 
 

「
専
門
性
の
活
か
せ
る
職
場
づ
く
り
」 

 
 

「
地
域
社
会
と
の
協
働
と
貢
献
」 

 

愛
寿
会
・
七
つ
の
誓
い 

「
は
い
」
と
い
う
素
直
な
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う 

感
謝
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
ど
う
し
ま
し
た
か
」
と
い
う 

気
遣
い
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う 

 

奉
仕
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う 

反
省
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う 

謙
虚
な
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

「
そ
う
で
す
ね
」
と
い
う 

分
か
り
合
う
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う 

 

そ
の
後
、
愛
寿
会
に
採
用
さ
れ
た
二
名
へ
の
辞
令
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
理
事
長
か
ら
の
年
頭
訓
示
、
要
旨
を

以
下
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 
  

                            

は
じ
め
に
、
愛
寿
会
役
職
員
が
現
在
置
か
れ
て
い
る
社

会
的
状
況
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
と
称
さ
れ
て
久
し
い
こ
の
時
代
に
、
社
会

福
祉
、
と
り
わ
け
高
齢
者
介
護
に
携
わ
る
者
は
「
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
に
、
真
摯
な
態
度
で
向
き
合
っ
て
欲
し
い

と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

社
会
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
何
某
か
の
、

社
会
貢
献
に
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
、
現
在
の
こ

の
地
域
の
賜
物
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
の
お
考
え
か
ら
で

し
た
。 

職
員
に
は
、
長
き
に
亘
り
こ
の
社
会
貢
献
を
さ
れ
て
来

ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
日
頃
か
ら
尊
崇
の
気
持
ち
を
持
っ

て
接
し
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
に
心
掛
け
て
欲
し
い
と
し
、 

や
が
て
施
設
利
用
者
の
皆
様
が
、
そ
の
時
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
際
に
、
本
当
の
意
味
で
の
「
尊
厳
」
あ
る
終
末
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
、「
和
」
の

大
切
さ
を
想
い
な
が
ら
、
協
調
の
気
持
ち
を
発
揮
し
て
、

職
務
に
邁
進
す
る
こ
と
に
期
待
す
る
と
の
訓
示
で
し
た
。 

次
に
、
施
設
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な

こ
と
と
し
て
「
人
材
の
確
保
（
組
織
強
化
）
」
と
「
経
営
内

容
の
明
確
化
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
し
、「
専
門
性
の
活
か
せ

る
職
場
づ
く
り
」
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様

と
協
働
し
、
意
思
を
共
有
し
て
「
個
」
を
高
め
、
そ
の
「
個
」

が
更
に
線
で
結
び
つ
き
、
そ
の
輪
を
拡
げ
、
こ
の
地
域
に

「
ご
恩
返
し
」
が
で
き
る
職
場
を
標
榜
し
て
、
各
々
が
日
々

の
研
鑽
を
重
ね
る
こ
と
こ
そ
「
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
が
で
き
る
組
織
と
な
る
旨
の
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。 

                           

一
月
六
日
（
月
）
愛
寿
会
、
平
成
二
十
六
年
新
年
互
礼
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た 

 
 

小
宮
山
理
事
長
か
ら
年
頭
訓
示
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
年
に
職
員
一
同 

「
和
」
の
結
束
を
一
層
固
め
、
介
護
業
務
に
邁
進
す
る
意
識
を
確
認
し
合
い
ま
し
た 
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十
二
月
二
十
日
（
金
）
第
百
九
十
八
回
理
事
会
、
並
び
に
第
三
十
八
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ 

愛
寿
会
役
員
の
選
任
等
及
び
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か 

就
業
規
則
の
一
部
改
正
給
与
規
程
の
一
部
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た 

                            

本
年
度
三
度
目
と
な
る
理
事
会
、
並
び
に
、
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
主
な
議
案
の
内
容
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

新
役
員
の
委
嘱
・
選
任
に
つ
い
て 

一
、 

昨
年
九
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、
板
山
賢
治
前
会
長
の 

後
任
人
事
が
発
議
さ
れ
、
理
事
全
員
の
同
意
に
よ
り
、 

小
澤
澄
夫
氏
（
理
事
・
顧
問
）
が
会
長
職
に
就
任
い
た

だ
く
こ
と
に
決
し
、
小
宮
山
理
事
長
か
ら
委
嘱
状
の
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
、 

前
記
「
一
、
」
と
同
じ
く
理
事
職
、
並
び
に
、
評
議

員
職
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
後
任
者
の
選
任
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
理
事
は
、
評

議
員
会
に
お
い
て
選
任
し
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。
」

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
評
議
員
は
、
社
会
福
祉
事

業
に
関
心
を
持
ち
、
ま
た
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
で
、

こ
の
法
人
の
趣
旨
に
賛
成
し
て
協
力
す
る
者
の
中
か

ら
理
事
会
の
同
意
を
経
て
、
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
般
、
板
山
國
夫
氏
（
北
杜
市
長

坂
町
、
在
住
）
に
白
羽
の
矢
が
立
つ
と
こ
ろ
と
な
り
、

出
席
し
た
役
員
・
評
議
員
の
全
員
の
同
意
の
も
と
、
新

理
事
・
評
議
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

一
、 

法
人
本
部
の
補
正
予
算
の
概
要
は
、
十
月
に
執
り
行

わ
れ
た
「
設
立
四
十
周
年
記
念
事
業
」
の
実
施
に
際
し

て
、
法
人
本
部
内
で
の
、
予
算
の
流
用
、
ま
た
は
、
予

備
費
の
充
当
で
予
算
措
置
を
行
い
、
記
念
講
演
会
や
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

                            

二
、 

仁
生
園
拠
点
区
分
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

ほ
か
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー 

及
び
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
各
サ
ー
ビ
ス
区
分
の
補
正

予
算
が
示
さ
れ
、
今
年
度
十
月
末
ま
で
の
実
績
を
踏
ま

え
た
と
こ
ろ
で
の
内
容
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

三
、 

第
二
仁
生
園
拠
点
区
分
で
は
、「
山
梨
県
介
護
職
員

養
成
事
業
」
な
ど
の
助
成
事
業
に
よ
る
交
付
金
に
対
す

る
補
正
予
算
を
計
上
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

何
れ
の
予
算
も
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

◆ 

愛
寿
会
規
程
の
一
部
改
正
並
び
に
、
制
定
に
つ
い
て 

一
、 

給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
 

 
平
成
二
十
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
新
た
な
規
程

の
う
ち
、
中
途
採
用
者
の
初
任
給
格
付
け
の
見
直
し
案

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

二
、 

就
業
規
則
、
及
び
、
期
間
雇
用
職
員
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て 

 
 

 

新
規
採
用
の
職
員
の
試
用
期
間
が
一
律
六
ケ
月
と

し
て
い
た
規
定
を
、
そ
の
職
員
の
職
歴
、
経
験
等
を
考

慮
に
入
れ
な
が
ら
、
資
格
の
有
無
を
加
味
し
て
、
三
ケ

月
か
ら
一
ケ
月
に
短
縮
す
る
改
正
案
が
示
さ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 

定
款
施
行
細
則
の
制
定
に
つ
い
て 

 

社
会
福
祉
法
人
の
運
営
の
一
層
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
理
事
会
の
議
決
事
項
、
理
事
会
・
評
議
員
会
の

開
催
手
順
、
役
員
・
評
議
員
の
選
任
方
法
、
更
に
、 

                             

 
 

理
事
長
・
園
長
の
専
決
事
項
な
ど
を
明
文
化
す
る
目

的
で
、
定
款
施
行
細
則
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

本
会
で
は
、
従
前
か
ら
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

基
づ
き
適
切
な
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

更
な
る
明
確
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
し
て
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

◆ 
 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
策
に
つ
い
て 

平
成
二
十
五
年
度
の
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
金

は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月

ま
で
の
間
に
、
一
千
四
百
万
円
余
り
が
支
給
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。
愛
寿
会
で
は
、
介
護
職
員
以
外
の
職

員
に
対
し
て
も
一
定
額
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
特
例

規
程
を
設
け
て
、
三
月
に
期
末
手
当
と
し
て
支
給
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
事
項 

一
、
定
年
退
職
後
の
再
（
継
続
）
雇
用
制
度
実
施
規
程 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
施
行
の
就
業
規
則
に
お
い

て
、
満
六
十
歳
の
定
年
齢
に
達
し
た
職
員
で
、
本
人

が
希
望
し
た
場
合
に
再
（
継
続
）
雇
用
す
る
旨
の
規

定
の
整
備
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 
 

こ
れ
に
該
当
す
る
職
員
に
対
す
る
規
程
の
運
用
の

細
目
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
、
第
二
仁
生
園
運
営
規
程
の
一
部
改
正 

 
 

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
昼
間
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
営
業
日
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
増
益
を
図
り
、

経
営
の
安
定
化
に
資
す
る
旨
の
提
案
が
あ
り
、
継
続

し
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

報
告
事
項 

 
 
 

省
エ
ネ
照
明
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
管
交
換
）
整
備
に
よ
り
九

月
か
ら
十
一
月
の
三
ケ
月
間
で
平
均
７
．
４
％
の
使

用
量
の
削
減
が
で
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 
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～ 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

～ 

  

十
二
月
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
、
ク
リ
ス
マ
ス

で
す
。
十
二
月
二
十
四
日
、
こ
こ
仁
生
園
で
も
「
ク
リ
ス

マ
ス
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
に
の
せ
て
、
大
き
な
袋
を
持
っ
た

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
、
ト
ナ
カ
イ
の
衣
装
を
着
た
顔
馴
染

の
職
員
が
現
わ
れ
る
と
、
入
所
者
の
皆
様
か
ら
大
き
な
拍

手
が
あ
り
ま
し
た
。 

                          

仁 

生 

園 

                            

 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」
家
族
会 

～ 

  

十
二
月
十
四
日
（
土
）、
「
や
す
ら
ぎ
」
家
族
会
・
忘
年

会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

前
夜
、
雪
が
舞
っ
て
天
気
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日

は
お
天
気
も
良
く
な
り
暖
か
い
室
内
で
、
仙
台
、
伊
東
市
、

東
京
と
皆
様
遠
方
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
盛
大
に
行
う
事

が
出
来
ま
し
た
。 

                            

 

行
い
な
が
ら
、
入
居
者
の
皆
様
も
ご
家
族
と
写
真
を
撮
り
、

普
段
は
め
っ
た
に
会
え
な
い
息
子
さ
ん
達
も
遠
方
か
ら
来

て
下
さ
り
ふ
れ
あ
い
交
流
が
持
て
、
又
、「
春
の
家
族
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
散
会
と
な
り
ま
し

た
。 

                        

今
年
は
、

フ
ル
ー
ト
・

ピ
ア
ノ
に
よ

る
生
演
奏
で

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
、
広

い
会
場
で
生

の
演
奏
を
聴

く
こ
と
が
で

き
、
皆
様
と

て
も
喜
ば
れ

て

い

ま

し

た
。 職

員
手
作

り
に
よ
る
料

理
で
会
食
を 

                        

 

 

そ
の
後
ジ
ュ

ー
ス
で
乾
杯
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
を
皆
で
歌

い
、
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
日

の
昼
食
は
、
と
て

も
か
わ
い
い
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス

を
か
た
ど
っ
た

エ
ビ
ピ
ラ
フ
や

チ
キ
ン
、
デ
ザ
ー

ト
な
ど
目
で
も

楽
し
め
る
ご
馳

走
で
し
た
。 

                          

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
は
、
十
二
月

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
「
ミ
ニ
門

松
」
「
し
め
縄
」
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。 

 

完
成
し
た
作
品
は
、

ご
自
宅
に
持
ち
帰
ら

れ
、
素
晴
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

   
 

                           

 
今
年
の
入
所

者
の
皆
様
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

担
当
の
職
員
が

そ
の
方
に
合
っ

た
物
、
必
要
と
思

わ
れ
る
物
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
考
え

て
選
ん
だ
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
す
。 

 

ご
自
分
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
開

封
す
る
方
や
職

員
と
一
緒
に
開

封
し
、
早
速
身
に

つ
け
る
等
皆
様

に
喜
ん
で
頂
け

ま
し
た
。 

                           

～ 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

「
ミ
ニ
門
松
」「
し
め
縄
」
作
り 

～ 

  
 

 

                           

 

 

 


